
  

  竜北中図書館通信 
 令和３年１２月（文責：本田）  

 

☆Ｍｙしおりコンクールの審査結果 
先月の文化祭では、『Ｍｙしおりコンクール』の審査、大変お世話になり

ました。それぞれ素敵なしおりができていて、鑑賞する方もじっくり見るこ

とができました。結果は以下の通りです。 

#クラス賞・・・３年２組 

 

 

☆クラス別図書貸出統計（４～１１月末まで） 
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☆冬休みの本の貸し出しについて 

※まず、今借りている本は１２月８・９日で、すべて返す 

   ↓そのあと 

本の貸出・・・１２月２１日・２２日 １人５冊まで 

☆図書貸出数☆ 

クラス   貸出数（一人

平均） 

１ の １          

７５１冊（２７．８冊） 

１の２   １０３６冊

（３７．０冊） 

２ の １         

８０７冊（２５．２冊） 

２の２    １１３

２冊（３５．４冊） 

３ の １         

８９０冊（２５．４冊） 

３の２     １５

８１冊（４５．２冊） 

合計       ６

 

おめでとうございます。 

◎個人賞（１年生） 

最優秀賞・・緒方 虹織さん 

優秀賞・・・古崎 更沙さん 

入賞 

平山 琥篤さん、木下 奈々歌さん 

富田  薫さん、小﨑 里桜さん 

西村 拓真さん、沖田 吏櫻さん 

尾嶋 祐麻さん、藤田 琉樹弥さん 

    

◎個人賞（２年生） 

最優秀賞・・村上 あいりさん 

優秀賞・・・髙丸 蘭々さん 

入賞 

久保田 結衣さん濱田  武さん 

宮本 音々さん、片岡 颯汰さん 

岩本 大輝さん、泉  絢裕さん 

宮本  凌さん 

    

◎個人賞（３年生） 

最優秀賞・・増住 華凜さん 

優秀賞・・・米村 晴輝さん 

入賞 

福島  楓さん、山田 桜子さん 

稲田 野々香さん、那須 琴未さん 

森田 叶愛さん、井上 功一朗さん 

 

    



 

   

 

 

『 相手の身になる練習 』 

鎌田  實・著（小学館） 

 著者は学生時代、親との関係で悩むことが多かったため、医者にな

り、長野県の病院で働いていました。そこで地域の人たちと交流しな

がら、自分の視点からだけではなく、相手の身になることに気づかさ

れます。人生の１％だけでも相手の身になって考えると、幸せがみつ

かるかもしれません。 

『心が震えるか、否か。』 

香川 真司・著（幻冬舎） 

 人生のあらゆるシーンで「選択」を求められるのはサッカー選手も社

会人も学生も同じだろう。その多くは、正解なんて存在しない。香川真

司の判断基準は「心が震えるか、否か」。仙台の町クラブの練習を見て、

心が震えた。ドルトムントの試合を見て、スタジアムの熱気に包まれた

いと思った。ファーガソンのおもてなしは、粋に感じて心につき刺さっ

た、そうです。香川真司の生き方とは・・・。 

間違い探しの答え：①左下・剣の幅②左中央・魔物の歯③右上・右手の形            ④右中央・如

意棒の先⑤右下・裸足 


